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新 年 の ご あ い さ つ 

翠町学区社会福祉協議会会長  
翠町西部町内会会長  鶴 見 和夫 

あけましておめでとうございます。 

翠町学区社協事務室(翠町会館)が４月より開

設されます。この事務室は、少人数(10 名以下)

の打ち合わせ、学区内の各団体の打ち合わせ、

ふれあいいきいきサロン等の小行事に使用して

頂きたいと考えています。（使用料はいりませ

ん。） 

そして、心配事や困りごとを受ける相談所の

機能、車イスの短期貸出窓口としての機能を目

指しています。是非御活用して頂きたいと思い

ます。 

翠町学区まちづくり５か年計画もつぎの段階

に進むことになりました。一次計画を総括して、

学区町民皆様の安全・安心、幸せな暮らしを守

るために何が出来るか現在検討中です。 

昨年も、翠町学区内では大きな事件・事故も 

なく、無事過ごすことができ 

ました。しかし、いつなにが 

起こるか解りません。自然災害 

も突然起こります。東日本大震災･熊本地震･糸

魚川の大火災、いざというときの備えはあるか

といえば、残念ながら、心もとないものがあり

ます。 

お隣さんとの繋がりは出来ていますか、自助･

近助･公助です。お互いに近所を見直しましょ

う。近くの人を助けるは近 

くの人です。 

今年が皆さんにとって、 

幸せな良き年であります 

よう心よりお祈り致します。 

 

翠 町 第 二 公 園 の 桜 の 植 樹 に つ い て 

翠町東部町内会会長 渡 辺 好 造 

翠町東部町内会には翠町第二公園があり

ます。皆さんもご存じのように、霞庚午線街

路事業により、北側部分が一部道路用地にな

りました。その際、町内会として市街路課に

対し、道路に面した公園敷地内に桜の植樹を

要望しました。この度、公園のフェンスに沿

って完成形の歩道が完成したので、要望して

いた桜の植樹について区役所と協議してい

ます。 

現在、この公園の北側スペースは広場の一

部として、午前中はグランドゴルフの場とし

て、午後は子どもたちの遊び場として利用さ 

れています。 

桜の植樹により遊びスペー 

スが減少することになります 

が、１本でも２本でも植樹できるよう取り

組んでいきたいと思います。 

なお、この植樹は公園再 

生事業で行うことに 

なります。 

 

  

 

翠町学区社会福祉協議会だより  
～「笑顔とあいさつのまち」をめざして～ 
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思 い や り 

旭町三丁目町内会 会長 今 中   勉 

あけましておめでとうございます。 

この一年が皆様にとって良い年であります

ことを祈念申し上げます。私たちの町の世帯数

は約４２０世帯で（町内会員３１５）、人口は

９４０人です。そのうち６５歳以上は２１０人

（22.3％）です。これは翠町学区内でも高い比

率になります。そのような状況において、町内

会員の皆様が良い環境で暮らすために、何に力

を入れていけば良いのか、思いも多々あります

が、基本はやはり向う三軒両隣的な思いやりで

はないでしょうか。 

それには、やっぱりお互 

いが挨拶を交わしあうこと 

からすべてが始まるのではな 

いかと思っています。それがも 

っと幸せで優しい町内に育 

っていくのではないでしょう 

か。 

 

  

青 少 協 の パ ト ロ ー ル 活 動 

翠町地区青少年健全育成連絡協議会  中 本 健 治   

  翠町地区青少協の 6 人の青少年指導員

は、月 2 回、定期パトロールを続けています。 

学区の 5 つある公園広場を巡回して、遊具

施設、樹木やグラウンドなどを点検し、傷み

や不具合の状態をチェックします。事件や事

故につながらないよう、公園周辺の状況を観

察し、利用者からの聞き取り等も大事にして

います。 

特に、公園や下校途中の小・中学生との出

会いは、パトロールをしている私たちにとっ

て絶好の機会だと思っています。「おかえ

り」、「気をつけて」と声をかけるようにして 

います。時には遊んでいる子どもたちに話

しかけながら、遊びの輪の中に入る事もし

ます。 

少しでも子どもたちとつながりながら、

一緒に安全安心な街づくりに取り組めるよ

うに努力しています。 

  

翠 町 小 学 校 創 立 ５ ０ 周 年 記 念 事 業 へ の 御 礼 

翠町小学校ＰＴＡ 会長 小 笠 浩 孝 

翠町学区の皆様には、日頃より翠町小学校の活

動にご支援ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

また、昨年には翠町小学校が創立50周年を迎え

「ふるさと翠町」のコンセプトのもと、① みんな

で「けん玉チャレンジ！ 」、② 「防災活動にチ

ャレンジ」学校に泊まろう、③ プロスポーツ体験

事業（ 陸上･ラグビー･バレーボール･バスケットボール･サッカ

ー・野球）、④ 創立50周年記念式典（校歌二部合唱）、

⑤ 国旗掲揚台イカリ設置 

と皆様のご支援により子供達の思い出となる数多

くの事業をすることができました。 
 

「子供が育つ環境をつくるのが 

大人の役目」、翠町学区の皆様に 

は、これからも翠町小学校の子供達 

へのご支援ご協力をお願い申し上げます。 

 

翠町第一公園のパトロール 

プロスポーツ体験事業 
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子 ど も 会 の 紹 介 

翠町学区子ども会育成協議会 会長 松 岡 孝 雄   

 昨年は翠町小学校の耐震工事の影響でとん

ど祭りを中止しましたが、今年は工事も終わ

り２年ぶりに復活しました。竹取りやぜんざ

い作りやもちつきに御協力いただいた皆様

ありがとうございました。おかげで素晴らし

いとんどでした。 

 さて、子ども会の活動は、スポーツでは男

子がソフトボール、女子がフットベースボー

ルをしています。男女共に区や市の大会など

で素晴らしい成績をおさめています。文化活

動は、オカリナ教育などを開催し色々なイベ

ントに参加しています。 

 最後になりますが、４月に翠町小学校に入

学する新１年生の皆さん、在校生の皆さん、

そして翠町学区内に居住されている他校の 

 

児童の皆さんに子ども会に入って下さい。 

これからも子ども会を宜しくお願いしま

す。 

  

第二次まちづくりプラン  班から丁目班へ 

翠町婦人会 会長 田 村 福 江   

婦人会活動の充実のために、日頃より温か

い御理解と御協力を頂き有難うございます。 

さて、平成２２年「翠町学区まちづくり計

画」が策定され、婦人会でも相応の活動をし

てきましたが、介護保険法の改正に伴い、生

活支援や介護予防を担う事が期待されるな

ど地域環境も大きく変化しつつあります。 

婦人会では「第二次計画」の一環として、

２９年度班の編成見直しを検討中です。 

現行の七班組織から一丁目～五丁目まで

の五班体制になります。安心して穏やかに暮

らしていける町づくりをめざしております。 

人と人とが永くつながっていく事が大事

と考え、今迄もこれからも、向こう三軒両隣

「声」をかけあっていきましょう。 

人と人とが永くつながっていく事が大事

と考え、今迄もこれからも、向こう三軒両

隣「声」をかけあっていきましょう。 

 

  

とんど祭りでのもちつき 
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第 5 6 回 翠 町 学 区 町 民 大 運 動 会 

翠町学区町民運動会実行委員会 委員長 渡 辺 通 正   

 第 56 回翠町学区町民大運動会が昨年９月

２５日に開催されました。 

 予定通りの９時に各種団体、学区内町民の

入場行進に始まり、国家斉唱、前年優勝杯の

返還、鶴見大会委員長の挨拶、御来賓の挨

拶・紹介後、競技が始まり、子どもから大人、

お年寄りも参加出来るプログラム構成で、皆

さん一生懸命競技に頑張っておりました。 

 感動したのは、小学生主体に踊られた翠町

音頭が大変良く、大人の方も輪の中に入って

踊られていました。午後から雨が降り出し、

やむなく四種目中止となり、テントの収納も

出来なくなり、三日後に、小学校の校長先生、 

教頭先生に手伝って頂き、少人数で約二十張

りのテントの収納を行いました。 

 大会役員、体協。ＰＴＡ、子ども会の皆様 

ありがとうございました。 

  

第 4 回 翠 町 学 区 町 民 作 品 展 の 開 催 

翠町学区町民作品展実行委員会 副委員長  米 田 勁 草  
 
 コミュニティの振興と地域の活性化を目

的に始めた作品展ですが、昨年１１月１９

日･２０日の２日間開催し、今では秋の文化

イベントとして恒例行事になりました。今回

は出品者５８名（新人８名）来場者５１０名

といずれも過去最高で、工芸部門では初めて

バードカービングとアルミ缶の作品が出品

され、皆さんの力作が所狭しと並びました。 

 また、特別参加として地元の２つの幼稚

園、小･中学校、未来館、県立広島大学とと

もに、新たに広島大学附属高等学校が出品さ

れ、広島創造イノベーションスクールによる

参加型イベント（翠町地区の歴史や文化をテ

ーマ）が駐車場と和室で実施され、大人と子

どもがともに楽しみ、翠町学区への関心を高

める催しになりました。 

 

 

 
 
 

選手入場 

実行委員長あいさつ 

作品展の様子 

翠町クイズ 

スマイルツリープロジェクト 


